
様式（１）-①

都市再生整備計画

伊万里
い ま り

地区

佐賀
さ が

県　伊万里
い ま り

市

令和８年３月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 22.7 ha

令和 8 年度　～ 令和 11 年度 令和 8 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 佐賀県 伊万里
い ま り

市 伊万里
い ま り

地区

計画期間 交付期間 11

大目標：子育て世代が魅力を感じ、高齢者が元気に活躍できるまちづくり
　　目標１：多様な遊び場の整備など子育て支援の拡充
　　目標２：高齢者の積極的な社会参加の創出
　　目標３：子どもや高齢者など多世代間交流による憩い、賑わいの創出

近年は、用途地域外縁部での商業用地の開発も見られるなど、都市機能の拡散が懸念されていることから、都市機能の維持・誘導においては、都市機能の立地を促進する環境整備やまちなかリノベーションの推進、公共施設の適正配置を行うことで、魅力的な拠点
形成を図ることとしている。また、空家・低未利用地も高齢化率が高いと空家数も多いという傾向から生活利便性・安全性の高いエリアへの移住の誘導を図るとともに、だれもが移動しやすい交通環境の確保や交流の場となる公園・緑地等の整備や子どもの居場所整
備など子育てを応援する環境形成も同時に取組む必要がある。
その中でも、公共施設の適正配置については、「伊万里市公共施設等総合計画」に基づき、総量最適化の観点から公共施設を更新・新設する場合は、複合化・集約化を検討することとし、廃止した施設の跡地については、売却など市に有効な対策を講じることとしてお
り、市街地においては、公的不動産を最大限に活用することはもとより、少子高齢社会の進展など社会構造の変化に即した整備を基本方針とする。

伊万里市は伊万里湾を中心に古くは「肥前陶磁器」の積出港として名を世界に広め、近年では、国際物流の日本海側拠点港として位置付けられるとともに、臨海工業団地が造成され、造船業やIC関連産業、木材関連産業、水産加工業等が創業し市の基幹産業を担っ
ている。また、市街地整備においては、伊万里駅周辺部や用途地域内を中心に土地区画整理事業などを実施してきたが、近年では、大規模な商業用地の開発が用途地域外縁部で行われ、住宅用地の開発においても用途地区内でも外縁部もしくは用途地区外におけ
る開発が見られる。
このような中、伊万里市においては、第６次伊万里市総合計画〔後期基本計画〕の重点施策の一つとして、「未来を託す子育て応援都市」、「SDGｓ推進都市」を掲げ、子育てを応援するさまざまな取組みを進め、子ども子育て世代の安心な暮らしを全力でサポートし、子
育て世代が魅力を感じるまちを目指すとともに、高齢者が元気に活躍できる地域づくりを推進することとしている。
令和４年度からは、市街地の中心である伊万里駅周辺において、伊万里駅周辺活性化プロジェクトとして、低未利用地であった伊万里駅前駐車場を民間提案制度により民間事業者による宿泊施設を誘致することで公的不動産の有効活用するなど市街地活性化に取
組んでいる。
当該地区は、伊万里駅から北に約800ｍに位置し、市民センターや伊万里コミュニティセンターが設置されているだけでなく、その近隣に市民会館、中央公民館、老人福祉センター及び歴史民俗資料館が１つの敷地内に整備されているなど、公共施設が比較的集中し
た市民が集う地区である。しかし、同敷地内に整備された市民会館、中央公民館、老人福祉センター、歴史民俗資料館は、建設から50年前後経過しているため、老朽化が進行し、建替えの時期を迎えている。市民会館本館（大ホール）については令和３年３月に解体
し、その機能を市民センターの文化ホールに集約したが、市民会館本館跡地及び同敷地内に残存している他施設の活用については、官民による新たな公共施設の在り方を議論してきた。
本市では、少子高齢社会が進行する中、妊娠期からの切れ目のない子育て支援や健康寿命の延伸を図る全世代を対象とした健康づくりなど、子どもから高齢者までが生涯を通じてすこやかに生きるための総合的な施策に取組む必要から、それらの機能を集約した新
たな施設を市民会館跡地に整備することとしている。

新たな憩い、賑わいの場が求められている中、公共施設の老朽化が進行し、施設が点在しているため多様な世代が利用し交流できる施設が整備されていない。

第６次伊万里市総合計画【後期基本計画】（2023～2026）（令和５年度策定）
・未来を託す子育て応援都市（子育て支援の拡充）
・SDGs推進都市（高齢者が元気に活躍できる地域づくりの推進、市民会館跡地における高齢者や子育て支援など機能を集約し複合化した施設の整備の検討）
・適正な土地利用とコンパクトなまちづくりの推進、公園の適正な管理



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方　※誘導施設を整備する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ R５年度 R１１年度

％ R５年度 R１１年度

人 R５年度 R１１年度

人／12時間 R６年度 R１１年度歩行者交通量 当該地区に通じる伊万里駅前通りの歩行者数
市街地の新たな憩い、賑わいの創出によって歩行空間の魅力度
が増加する。

1，613人/12時間（平日） 2,000人/12時間（平日）

高齢者支援の満足度
高齢者に対する支援に対する市民満足度（「思う」、「どちら
かといえば思う」人の割合）

高齢者の積極的な社会参加の創出に寄与する拠点整備により支
援の満足度が増加する。

４６．７％ ５８．０％

新複合施設の利用者数 新子育て支援・多世代交流施設を利用する人の数
子どもや高齢者など多世代間交流による憩い、賑わいの創出に
よって利用する人の数が増加する。

２５千人
※旧施設

３１千人

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

当該地区内にある市民会館跡地（旧市民会館本館を含む同敷地）に位置する中央公民館、老人福祉センター等の既存施設は同時期に建設され、建設から５０年前後が経過しており、老朽化が進行し建替え時期を迎えている。また、市街地における身近な公園・緑地
を望む声も多いことから、本市が掲げる子育て支援の拡充を踏まえ、効率的・効果的な公共施設の適正管理に取組むとともに施設の機能強化を図るとともに多様性がある利活用にも取組むため、既存施設の複合化・集約化に加え、周辺施設である市民センター内の
施設（子育て支援センター）を含めて地区全体の公共施設を再配置することで、「子育て世代が魅力を感じ、高齢者が元気に活躍できる地域の拠点」となる新たな複合施設を整備する。

当該地区内の市民会館跡地と同敷地内にある既存施設の老朽化対策として、建て替えを行う必要があるが、併せて公共施設の適正配置の観点から、複合化・集約化の検討する必要がある。それに加え当該地区内にある公私連携保育所である「いまり保育園」にお
いても、老朽化した園舎の建て替えが急務な状況である。
以上を総合的に判断し、市民会館跡地に「いまり保育園」を移転し、それに併設するかたちで子育て世代活動支援センター（高次都市施設）及び老人福祉センター（誘導施設）の機能を有する複合施設を整備することで、「子育て世代が魅力を感じ、高齢者が元気に活
躍できる地域の拠点」を実現する。

子育て支援の満足度
子育て支援に対する市民満足度（「満足」、「どちらかといえ
ば満足」している人の割合）

多様な遊び場の整備など子育て支援の拡充による支援の満足度
が増加する。

３４．８％ ４０．０％



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

【子どもや高齢者など多世代交流による憩い、賑わい創出】
　・子育て応援拠点複合施設（仮称）の整備（高次都市施設、誘導施設の合築）
　子どもや保護者、高齢者など多世代が交流できる施設を整備することで、新たな憩いや賑わいの場を創出する。
　・地域生活基盤施設（伊万里市民センター）駐車場の改修
　地域内の文化的活動などを通じた多世代交流を促進するため、不足する駐車場を増設することで憩いや賑わいを創出する。

【基幹事業】　（高次都市施設、誘導施設）子育て応援拠点複合施設（仮称）整備事業
【基幹事業】　（地域生活基盤施設）伊万里市民センター駐車場改修事業

方針に合致する主要な事業
【多様な遊び場の整備など子育て支援の拡充】
　・高次都市施設（子育て世代活動支援センター）の整備
　子育て世代のニーズが高い屋内遊び場や保護者が休憩したり、サークル活動等ができる施設を整備することで子どもや子育てする世代を支援する。 【基幹事業】　（高次都市施設、誘導施設）子育て応援拠点複合施設（仮称）整備事業

【高齢者の積極的な社会参加の創出】
　・誘導施設（老人福祉センター）の整備
　高齢者がサークル活動等通じて交流できる施設を整備することで、社会と関わり、健康で元気に活躍できる場を創出する。

【基幹事業】　（高次都市施設、誘導施設）子育て応援拠点複合施設（仮称）整備事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 駐車場 伊万里市 直 360㎡ R8 R8 R8 R8 12.0 3.0 3.0 3.0

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

賑わい・交流創出施設

賑わい・交流創出施設（地域資源活用型）

子育て世代活動支援センター 伊万里市 直 1,861.29m2 R7 R10 R8 R10 1266.5 1266.5 1266.5 1266.5

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設 伊万里市 直 537.02m2 R7 R10 R8 R10 365.6 365.6 365.6 365.6 1.4

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

広域連携誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

暑熱対策事業

合計 1644.1 1635.1 1635.1 0.0 1635.1 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

伊万里市 直 一式 R11 R11 R11 R11 10.0 10.0 10.0 10.0

合計 10.0 10.0 10.0 0.0 10.0 …B

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業

交付期間内事業期間

細項目

事業効果分析調査

（参考）事業期間

老人福祉センター（子育て応援拠点複合施設（仮称））

住宅市街地総合整備事業

伊万里市民センター

子育て応援拠点複合施設（仮称）

交付対象事業費 1,627.0 交付限度額 813.5 国費率 0.5

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目



居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 …C

合計(A+B+C) 1,645.1

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

学校法人 1200.00㎡ ○ R6 R8 642.8

合計 642.8

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

いまり保育園建設事業 伊万里市松島町73-1

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

伊万里地区（佐賀県伊万里市） 面積 22.7 ha 区域 伊万里市松島町一部、伊万里町一部、脇田町一部

凡 例

都市再生整備計画区域

国道

鉄道（ＪＲ）

鉄道（MR）

鉄道駅

市民センター

市民図書館

Ｎ

第一種低層住居専用地域
第二種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域
第一種住居地域
第二種住居地域
準住居地域
近隣商業地域
商業地域
準工業地域
工業地域
工業専用地域
都市計画道路

凡例

         0           100        200        300       400      500m



様式（１）-⑦-１

子育て支援の満足度 (％) ３４．８％ (R５年度) → ４０．０％ (R１１年度)

高齢者支援の満足度 (％) ４６．７％ (R５年度) → ５８．０％ (R１１年度)

新複合施設の利用者数 (人)  ２５千人※旧施設 (R５年度) → ３１千人 (R１１年度)

歩行者交通量 (人／12時間) 1，613人/12時間（平日） (R６年度) → 2,000人/12時間（平日） (R１１年度)

目標

大目標：子育て世代が魅力を感じ、高齢者が元気に活躍できるまちづくり
　　目標１：多様な遊び場の整備など子育て支援の拡充
　　目標２：高齢者の積極的な社会参加の創出
　　目標３：子どもや高齢者など多世代間交流による憩い、賑わいの創出

代表的
な指標

伊万里地区（佐賀県伊万里市）　整備方針概要図（都市構造再編集中事業）

凡 例

都市再生整備計画区域

国道

鉄道（ＪＲ）

鉄道（MR）

鉄道駅

市民センター

市民図書館

500m0

Ｎ

□基幹事業（地域生活基盤施設）

伊万里市民センター駐車場改修事業

□提案事業（事業活用調査）

都市再生整備計画事業効果分析調査事業

■基幹事業（誘導施設）

子育て応援拠点複合施設（仮称）整備事業

（老人福祉センター）

■基幹事業（高次都市施設）

子育て応援拠点複合施設（仮称）整備事業

（子育て世代活動支援センター）

〇関連事業

事業主体学校法人

いまり保育園建設事業

         0           100        200        300       400      500m


